
２年連続全道大会出場という快挙を果たした新冠中

学校吹奏楽部。 日頃の地道な練習の積み重ねが実

を結び、 大舞台で演奏する夢が叶いました。
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地方創生：聞かせてください。地方創生のキーワード！

新冠町議会議員の皆さんにお聞きしました。

　広報にいかっぷでは、これまで３回にわたり地方創生

の特集を行ってきました。住む場所や生活環境は違って

も、町民の皆さんそれぞれにふるさと新冠への強い思い

があることがわかりました。

　そして「地方創生」の連載の最後に登場いただくのは、

新冠町議会議員の皆さんです。

　町の魅力や可能性はどこにあり、それをどう生かして

いくことがよいと考えるのか。また、地方創生に対する

率直な思いなど、議員の皆さんそれぞれが考える「地方

創生」についてコメントをいただきました。

　地方創生には、まず第一次産業

が活気を取り戻すこと。そのため

には、地元資源の活用が大事。地

元にこそ資源があるという発想に

転換すべき。資源が「ない」から「あ

る」と考えて、何が地元資源かは、

みんなで知恵を出し合って考えて

いきましょう。

議員　武　藤　勝　圀

町・資源活用がカギ

　地方創生のためには、ＴＰＰへの
参加を見送ることが第一です。人口
減少社会が続くことは間違いありま
せん。当町はすでに子育て支援、定
住移住、企業誘致など積極的に実施
しています。これらを深化させ、ア
イデアを募り、ひたすら第一次産業
の振興を計りつつ、町民皆スポーツ
と健診の受診率100％を目指し、健
康長寿の町づくりにあると思います。

議員　堤　　俊　昭

健康長寿の町

　再生可能エネルギーの拠点を地域

につくるなど、地産地消をすすめ、

地域にある力を元気にする振興策を

すすめて、若者をはじめとした定住

の拡大、地域に根を張って頑張って

いる中小零細企業、農林水産業など

を応援し、地元資源を活かした魅力

ある事業発展を支援しては。

議員　秋　山　三　津　男

地域にある力を

　人口減少で消滅自治体とならな

いために、地方の特徴・魅力をア

ピールし、働く場所・住む場とし

て戦略を立てる。

　一次産業再編・６次産業化・子

育て政策・福祉施設などの充実、

都市と地方の距離を縮めるため、

道路・情報などのインフラ整備。

議員　竹　中　進　一

地方の活性化

　人口も少なく、お金もたくさん

は無いけれど、地域コミュニティ

がしっかりしていて、全ての町民

に自分の居場所と出番がある。

　高齢化が進み人が減る中では、

そんな社会の方が持続性があり、

これからの町づくりの中で更に求

められているのではないか。

議員　武　田　修　一

小さくとも持続する町

　我が町のことは自分たちで考え

て行動するということは何ら特別

ではなく、当たり前のものです。

ただその中に、依存しないたくま

しさや覚悟を見せられるかが問わ

れていると考えます。求められる

ものが「行動責任」から「結果責任」

に変わるだけではないでしょうか。

議員　長　浜　謙　太　郎

誇れる未来の創造

　人口減少と地方衰退を防ぐため

の地方創生。我先にと躍起になっ

て地方版総合戦略策定に奔走。馬

に人参の競馬レースの様に見えて

しまう。（笑）　果たして結果を残

せる自治体はあるのだろうか。存

亡を賭けた地方創生レース。首長

と議会の真価が問われている。

議員　但　野　裕　之

問われる地方創生

まち・町民一人一人が夢と希望を

　　持ち、潤いのある豊かな生活

　　を安心して営める地域社会を

　　作る。

ひと・地域社会を担う個性豊かで

　　多様な人材の確保。

しごと・地域における魅力ある多様

　　な就業の機会の創出。

議員　椎　名　徳　次

まち・ひと・しごと創生

　社会事象の中で、不可避の少子

高齢化、また、都市部への人口集

中が進行していることを実感する

今日この頃です。国策である『地

方創生』を予算措置だけの絵空事

に終わらせないためにも、私共の

故郷の中で小事からの対応を心掛

けてゆきたいと思います。

議員　須　崎　栄　子

まずは小事から

　「創生」とは、新しくつくりだす

ことです。しかし、ただ新しいも

のによるまちづくりでは厚みがな

く方向性を見失うことになりかね

ません。先人が大切にしてきた「新

冠への思い」この土台を大切にし

て新冠のまちづくりを考えていく

ことが大切だと思うのです。

議員　氏　家　良　美

先人の思いを大切に

　当町の主産業を第一次産業と捉

え長期展望を見据えた時、糞尿処

理を始めとする環境対策などの充

実を図り、新冠厚別両水系と沿海

を清純化し日高山系とも相まった

自然環境を育む中、資源確保に努

め、担い手や新規就業者の育成、

更にはこれらを生かした観光対策

へとつなげることが肝要と考える。

副議長　鳴　海　修　司

地方の仕事づくり

　地方創生事業は人口減少問題に対
応するため、国が率先して始めたこ
とだ。国はアイデアを地方に求め、
自治体に年度内に戦略策定を要求
し、10月までにまとめる早期対応
を促している。人材もカネもノウハ
ウも乏しい地方にとって、高齢化や
過疎化に歯止めをかける施策を見つ
けるのは並大抵ではない。この事業
で地方が活気づくか疑問である。

議長　芳　住　革　二

地方は活気づくか？

　
広
報
に
い
か
っ
ぷ
６
月
号
か
ら
４

回
に
わ
た
り「
地
方
創
生
特
集
記
事
」

を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
記
事
は
、
町
内
在
住

者
や
町
出
身
の
方
の
座
談
会
へ
の
参

加
、
ま
た
、
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
あ
り
、
記
事
を
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
記
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

企
画
課
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
広
報
統
計
係

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
４
９
８

「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
の

こ
れ
か
ら
の
流
れ

　
こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
多
数
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
役
場
職
員
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
も

の
も
含
め
、
関
係
機
関
や
関
係
団
体

と
調
整
を
行
い
な
が
ら
「
新
冠
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

策
定
本
部
」
で
協
議
を
重
ね
、
11
月

末
を
め
ど
に
当
町
の
総
合
戦
略
の
作

成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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８
月
7
日
、
昨
年
に
引
き
続
き

新
冠
町
青
年
団
体
連
絡
会
議
主
催

に
よ
る
「
ろ
う
そ
く
だ
せ
」
が
行

わ
れ
、
町
内
の
子
ど
も
と
青
年
約

１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
最
近
で
は
見
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
北
海
道
の

伝
統
行
事
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験

し
て
も
ら
う
た
め
に
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
参
加
者
は
各
班
に
分
か

れ
て
囃
子
歌
を
歌
い
な
が
ら
町
内

の
お
店
を
回
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
た
字
朝
日
在
住
の
髙
瀨
鈴
江

さ
ん
に
、
小
竹
町
長
か
ら
長
寿
祝

金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
瀨
さ
ん
は
、
大
正
４
年
８
月

１
日
に
新
ひ
だ
か
町
で
生
ま
れ
、

結
婚
を
機
に
新
冠
町
へ
移
住
し
、

牧
場
を
営
み
ま
し
た
。

　

趣
味
は
読
書
で
、
本
の
貸
し
出

し
を
す
る
ア
ニ
マ
ル
号
を
現
在
も

利
用
す
る
な
ど
、
日
々
、
と
て
も

元
気
に
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
12
日
、
新
冠
町
家
畜
共
進

会
場
で
日
高
生
産
連
と
ホ
ク
レ
ン

主
催
に
よ
る
第
62
回
全
日
高
家
畜

共
進
会
が
開
か
れ
、
字
緑
丘
の
川

筋
克
幸
さ
ん
が
出
陳
し
た
「
ひ
さ

も
す
」
が
黒
毛
和
種
の
部
の
経
産

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
共
進
会
に
は
、
日
高
管

内
か
ら
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
乳
牛
33
頭

と
黒
毛
和
種
肉
牛
40
頭
が
出
陳
さ

れ
、
体
型
や
骨
格
、
発
育
具
合
な

ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

８
月
18
日
、
新
冠
町
農
協
敷
地
内
で
、
来

年
６
月
の
協
同
選
果
開
始
に
向
け
建
設
工
事

が
始
ま
る
、
ピ
ー
マ
ン
集
出
荷
選
別
施
設
の

地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
工
事
関
係
者
な
ど

が
出
席
し
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
新
冠
町
特
産
の
ピ
ー
マ
ン

の
生
産
量
が
年
々
増
加
し
、
昨
年
度
は
売
上

高
が
５
億
円
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
た
一
方

で
、
選
果
場
の
施
設
が
老
朽
化
し
、
処
理
能

力
も
追
い
付
か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
こ

と
か
ら
建
替
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

新
施
設
で

は
選
別
ラ
イ

ン
が
６
か
ら

10
ラ
イ
ン
へ

と
増
設
さ
れ
、

処
理
能
力
も

現
在
の
２
倍

程
度
ま
で
上

が
る
見
込
み

と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

８
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
に
い
か
っ
ぷ

事
務
所
横
駐
車
場
で
第
24
回
豊
楽

富
喜
市
が
開
か
れ
、
町
内
で
収
穫

さ
れ
た
農
産
物
が
特
価
で
販
売
さ

れ
た
ほ
か
、
新
冠
産
黒
毛
和
牛
の

販
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

昼
に
は
、
恒
例
の
Ｊ
Ａ
に
い

か
っ
ぷ
女
性
部
が
手
作
り
し
た
お

餅
の
「
餅
ま
き
」
が
行
わ
れ
、
集

ま
っ
た
人
た
ち
は
笑
顔
で
縁
起
物

の
紅
白
餅
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

新
冠
町
青
年
団
体
連
絡
会
議
主
催

伝
統
行
事
「
ろ
う
そ
く
だ
せ
」
開
催

第
62
回
全
日
高
家
畜
共
進
会

川
筋
克
幸
さ
ん
最
優
秀
賞
受
賞

字
朝
日　

髙
瀨
鈴
江
さ
ん

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ピ
ー
マ
ン
集
出
荷
選
別
施
設

地
鎮
祭
が
行
わ
れ
る

Ｊ
Ａ
に
い
か
っ
ぷ
農
業
祭
り

第
24
回
豊
楽
富
喜
市
開
催

　

８
月
22
日
、
お
う
る
の
郷
で
第

５
回
夏
祭
り
が
開
か
れ
、
利
用
者

や
家
族
、
地
域
住
民
が
集
ま
り
夏

の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
祭
り
会
場
と
な
っ
た
体
育
館

に
は
、
食
事
や
野
菜
を
販
売
す
る

出
店
が
並
び
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
判
官
太
鼓
や
新
冠
カ
ピ
リ

フ
ラ
サ
ー
ク
ル
、
こ
ま
ど
り
民
謡

会
の
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
利

用
者
と
家
族
は
、
夏
の
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
、
本
町
多
目
的
交
流

セ
ン
タ
ー
で
新
冠
町
戦
没
者
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
遺
族
や
関
係
者
な
ど

約
50
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
で
は
、
全
員
で
黙
と
う

を
捧
げ
た
あ
と
、小
竹
町
長
が
「
大

戦
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
忘
れ
ず
、

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
と
と
も

に
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
歩
む

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
、
参
列
者
全
員
で
献
花
を
行
い

戦
没
者
を
追
悼
し
ま
し
た
。

　
　

８
月
31
日
、
朝
日
小
６
年
の

福
田
翔
梧
さ
ん
が
小
竹
町
長
を
訪

れ
、
８
月
30
日
に
山
梨
県
で
開
か

れ
た
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大

会
の
出
場
結
果
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

福
田
さ
ん
は
、
５
月
末
に
開
か

れ
た
全
道
大
会
の
６
年
生
男
子
の

部
50
キ
ロ
級
で
優
勝
し
、
全
国
大

会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
見
事
初
戦
を
突

破
し
、
日
頃
の
厳
し
い
稽
古
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
女
性
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
議
主
催
に
よ
る
料
理
教
室
が
開
か

れ
、
会
員
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
ダ
シ
を
使
っ
た
減
塩
料
理
教
室
」
と
題
さ

れ
た
教
室
で
は
、
昆
布
や
か
つ
お
ぶ
し
を
使

用
し
た
ダ
シ
と
う
ま
味
調
味
料
の
ダ
シ
の
味

の
違
い
を
比
較
し
た
り
、
昆
布
な
ど
の
ダ
シ

を
使
用
し
た
煮
物
や
味
噌
汁
と
市
販
の
レ
ト

ル
ト
商
品
と
の
味
や
塩
分
量
の
違
い
を
実
際

に
試
食
し
な
が
ら
比
較
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
保
健
福
祉
課
小
森
栄
養
士

は
「
塩
分
の
取
り
す
ぎ
は
高
血
圧
を
引
き
起

こ
す
こ
と
か

ら
、
昆
布
や
か

つ
お
ぶ
し
の
ダ

シ
の
う
ま
味
を

上
手
に
使
い
な

が
ら
、
毎
日
の

食
生
活
の
中
で

減
塩
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

８
月
28
日
、
朝
日
小
学
校
プ
ー

ル
で
「
み
ず
か
ら
身
を
守
る
」
と

題
し
、
川
や
海
で
水
難
事
故
に
遭

遇
し
た
時
の
対
処
法
な
ど
を
学
ぶ

水
泳
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
３
回

行
わ
れ
た
水
泳
教
室
で
は
、
服
を

着
た
ま
ま
水
に
浸
か
っ
た
時
の
体

験
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
浮
き
に
し

て
救
助
を
待
つ
方
法
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
効
果
な
ど
に
つ
い

て
実
践
的
に
学
習
し
ま
し
た
。

お
う
る
の
郷
で
夏
祭
り
開
催

家
族
と
夏
の
ひ
と
時
を
楽
し
む

朝
日
小
学
校
６
年　

福
田
翔
梧
さ
ん

柔
道
全
国
大
会
出
場
結
果
を
報
告

平
成
27
年
度
新
冠
町
戦
没
者
慰
霊
祭

戦
没
者
へ
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議

減
塩
料
理
教
室
開
催

水
か
ら
身
を
守
る
・
自
ら
身
を
守
る

朝
日
小
学
校
水
泳
教
室
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特
定
健
診
を
受
け
て

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う
！

介護ワンポイントアドバイス
昨
年
実
施
し
た
「
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
」

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
質
問
⑥
生
き
が
い
・
社
会
参
加
に
つ
い
て
】

　

仕
事
の
有
無
や
近
所
付
き
合
い
、
地
域
活
動

へ
の
参
加
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
７

割
以
上
の
方
が
仕
事
を
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、

家
事
が
半
数
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
割
以
上
の
方
が
、
近
所
付
き
合
い

や
老
人
会
な
ど
へ
の
参
加
を
し
て
い
ま
し
た
。

役
割
を
持
つ
こ
と
や
交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と

が
認
知
症
予
防
や
介
護
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
質
問
⑦
健
康
・
治
療
中
の
病
気
に
つ
い
て
】

　

治
療
中
の
病
気
は
高
血
圧
が
５
割
を
超
え
、

心
臓
病
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
も
多
く
み
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
生
活
習
慣
病
と

い
わ
れ
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
原
因

と
な
り
う
る
こ
と
か
ら
、
日
頃
の
生
活
を
見
直

し
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
各
種

健
診
や
健
康
教
育
な
ど
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
教
育
】

　

保
健
師
や
管
理
栄
養

士
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
が
、

老
人
会
な
ど
に
出
向
き
健

康
に
関
す
る
講
話
な
ど
を

行
い
ま
す
。
個
別
訪
問
も

可
能
で
す
。

160 介
護
支
援
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
⑤
」

適
正
体
重
を
維
持
し
よ
う

☆
自
分
の
体
型
は
太
り
す
ぎ
？　

や
せ
す
ぎ
？

　

皆
さ
ん
は
自
分
の
体
型
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

太
っ
て
い
る
か
、
や
せ
て
い
る
か
は
、
一
般
的
に

Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
い
う
数
値
で
判
定
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

体
型
は
ど
こ
に
当
て
は
ま
る
で
し
ょ
う
か
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
計
算
式

Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
㎏
）
÷
身
長
（
ｍ
）
÷
身
長
（
ｍ
）

☆
健
康
へ
の
影
響
は
？

　

太
り
過
ぎ
て
い
て
も
、
や
せ
過
ぎ
て
い
て
も
、
ど

ち
ら
も
体
に
は
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

や
せ
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
・
５
未
満
）
体
型
の
あ
な
た

　

栄
養
不
足
が
原
因
で
、
貧
血
や
骨
粗
鬆
症
、
便

秘
や
下
痢
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
体
力
が
無
く
疲
れ
や
す
く
、
感
染
症
に
も

か
か
り
や
す
い
状
態
と
な
り
ま
す
。

　

女
性
の
場
合
、
無
月
経
や
低
体
温
な
ど
を
引
き

起
こ
し
、
不
妊
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

や
せ
は
、
肥
満
に
比
べ
る
と
軽

視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
肥
満

と
同
じ
く
ら
い
健
康
へ
の
リ
ス
ク

が
高
く
注
意
が
必
要
で
す
。

肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
）
体
型
の
あ
な
た

　

脂
肪
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
が
乱
れ
、
食
欲
を
抑
え
る
機
能
が
弱
ま
っ
た

り
、
血
糖
値
や
血
圧
、
血
中
脂
質
値
を
上
昇
さ
せ
、

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
重
大
な
病
気
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
血
管
や
心
臓
が
脂
肪
で
圧
迫
さ
れ
、
高

血
圧
や
心
疾
患
を
助
長
さ
せ
た
り
、
膝
腰
の
痛
み

や
病
気
の
原
因
と
な
る
ほ
か
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
の
危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
標
準
で
も
、

生
活
習
慣
が
乱
れ
が
ち
だ
っ
た
り
、

若
い
頃
に
比
べ
体
重
が
10
㎏
以
上

増
え
て
い
る
、
お
な
か
が
ぽ
っ
こ

り
張
っ
た
太
り
方
を
し
て
い
る
人

は
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高

く
要
注
意
で
す
。

☆
適
正
体
重
を
維
持
し
よ
う
！

適
正
体
重
の
求
め
方

適
正
体
重
（
㎏
）＝
身
長
（
ｍ
）
×
身
長
（
ｍ
）
×
22

例
え
ば
、
身
長
１
７
０
cm
の
人
で
あ
れ
ば
、

　

１
・
７
×
１
・
７
×
22
＝
「
適
正
体
重
63
・
６
kg
」

　

自
分
は
働
き
盛
り
だ
し
、
少
し
く
ら
い
不
摂
生

し
て
も
大
丈
夫
と
甘
く
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

年
齢
を
重
ね
、
病
気
が
発
覚
す
る
頃
に
は
、
乱
れ

切
っ
た
生
活
習
慣
を
変
え
る
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

若
い
頃
か
ら
健
康
的
な
食
事

や
運
動
習
慣
を
意
識
し
、
適
正

体
重
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

めざせ！ N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

●保健福祉課保健福祉グループ介護支援係

　　　　　　　　　0146・47・2113（直通）

介護のことは、お気軽にご相談ください。

　　　　　　　介護支援係　仙波　明子

10月

静
内
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

10 月 ８９月

月
　
日

健

康

カ

レ

ン

ダ

ー

28
日

（水）

２
日

（金）

18
日

（日）

17
日

（土）

16
日

（金）

15
日

（木）

14
日

（水）

８
日

（木）

７
日

（水）

６
日

（火）

29
日

（火）

28
日

（月）

25
日

（金）

19
日

（土）

18
日

（金）

17
日

（木）

14
日

（月）

13
時
00
分
～

　
　

16
時
00
分

13
時
30
分
～

　
　

15
時
30
分

受
付

６
時
30
分
～

７
時
30
分
～

８
時
30
分
～

９
時
30
分
～

10
時
30
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

10
時
00
分
～

　
　

12
時
00
分

受
付

16
時
00
分
～

13
時
30
分
～

　
　

15
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

受
付

９
時
45
分
～

13
時
30
分
～

　
　

15
時
00
分

10
時
00
分
～

　
　

11
時
30
分

13
時
30
分
～

　
　

15
時
00
分

10
時
00
分
～

　
　

11
時
30
分

受
付

午
前
の
部

８
時
15
分
～

午
後
の
部

12
時
45
分
～

受
付

13
時
00
分
～

時
　
間

女
性
の
健
康
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

特
定
健
診

胃
が
ん
検
診

肺
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

フ
ッ
素
塗
布

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾

二
種
混
合
予
防
接
種

離
乳
食
教
室

１
歳
６
ヶ
月
・

３
歳
児
健
康
診
査

４
・
７
・
12
ヶ
月
児

健
康
診
査

脳
の
元
気
ア
ッ
プ
教
室

脳
の
元
気
ア
ッ
プ
教
室

脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
診

フ
ッ
素
塗
布

事
　
業

　
名

※
要
予
約

（
10
月
27
日
ま
で
）

※
要
予
約

（
９
月
28
日
ま
で
）

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

太
陽
婦
人
ホ
ー
ム

保
健
セ
ン
タ
ー

共
栄
生
活
館

節
婦
生
活
館

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

場
　
所

　

皆
さ
ん
は
、
毎
年
特
定
健
診
を
受
け
て
い

ま
す
か
？
町
で
行
わ
れ
て
い
る
特
定
健
診
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
発
見
と
予

防
、
改
善
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
新
冠
町

の
受
診
状
況
は
、
40
歳
以

上
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
う
ち
特
定
健
診
を
受

診
し
た
方
が
３
８
２
名
（
特

定
健
診
受
診
率
27
・
8
％
）

で
し
た
。
そ
の
う
ち
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

該
当
者
が
17
・
２
％
、
予

備
群
と
診
断
さ
れ
た
方
が

14
・
４
％
で
し
た
。
こ
れ
は
、

北
海
道
や
全
国
の
割
合
と

比
較
し
て
も
高
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
内
臓
脂

肪
が
過
剰
に
蓄
積
し
た
状
態
で
あ
り
、
高
血

圧
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
非

該
当
で
あ
っ
て
も
、
血
圧
が
高
い
・
血
糖
値

が
高
い
と
い
う
状
態
は
動
脈
硬
化
を
進
め
る

原
因
と
な
り
放
っ
て
お
く
と
心
臓
病
や
脳
卒

中
な
ど
を
発
症
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
健
診
を
受
け
た
だ
け
で
は
安
心

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
数
値
が
表
す
ご

自
分
の
身
体
の
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
改

善
の
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

メ
タ
ボ
予
防
の
た
め
に
は
「
運
動
」「
食
事
」

「
禁
煙
」
と
い
っ
た
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
で

き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
、
メ
タ
ボ
や
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

★
生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
★

【
運
動
】

　

前
日
よ
り
も
少
し
多
め
に
、
少
し
長
め
に

歩
く
だ
け
で
も
運
動
量
は

増
え
て
い
き
ま
す
。
家
事

や
仕
事
な
ど
で
こ
ま
め
に

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

【
食
事
】

　

食
べ
す
ぎ
や
飲
み
過
ぎ
は
厳
禁
で
す
！

腹
八
分
目
を
心
が
け
、
間
食
や
ア
ル
コ
ー
ル

は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

　

1
日
3
食
を
決
め
た
時

間
に
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
ま
し
ょ
う
。

【
禁
煙
】

　

た
ば
こ
は
動
脈
硬
化
を

進
行
さ
せ
る
原
因
で
す
。

早
い
う
ち
に
禁
煙
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
！

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

値数ＩＭＢ

18
・
５
未
満

や
せ

18
・
５
以
上

　

～
25
未
満

標
準

25
以
上

肥
満

全国 北海道 新冠町

メタボ該当者 16.5％ 16.3％ 17.2％

メタボ予備群 10.7％ 10.9％ 14.4％

非該当者 72.8％ 72.8％ 68.4％

H26 年の全国の特定健診受診結果より
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　今年７月に静岡県で、動物よけの電気さくに感電し、

２人が死亡するという事故が発生しました。

　電気さくは、野生動物の侵入や家畜の脱出を防止する

場合に限り設置することができますが、設置方法を誤る

と人に重大な危害を及ぼすおそれがあります。

　電気さくを設置する場合は、電気事業法の規程に基づ

く適切な感電防止対策を講じてください。また、電気さ

くを見かけたら近づかないようにしましょう。

●問い合わせ先

　産業課産業グループ農産係　☎ 0146・47・2183

　平成 27年 10月から、国内の住民票を有する全住民

に通知される、一人ひとり異なる12桁の番号をマイナ

ンバーと言います。個人が特定されないよう、住所地

や生年月日などと関係ない番号が割り当てられます。

　マイナンバーは、社会保障や税、災害対策の分野で

利用されることとなり、「公平・公正な社会の実現」・「国

民の利便性の向上」・「行政の効率化」などのメリット

が期待されています。

　今後は、平成 27年 10月５日以降に住民票の住所地

に皆さんの番号の通知が行われ、平成28年１月から利

用が開始される予定です。また、１月からは、申請者

に対しての個人番号カードの交付も始まります。

　制度内容についてのお問い合わせは、町民生活課ま

でご連絡ください。

●問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係　☎ 0146・47・2112

　９月より、にいかっぷ観光協会に東京

から移住した岡和田好文（おかわだ　よ

しふみ）さんが加わりました。

　岡和田さんは、広告代理店や映像配信

会社で勤務した経歴があることから、そ

の経験を活かしながら全国に新冠町の魅

力を発信していただきたいと思います。

　また、食育インストラクターの資格も

持っているので、新冠町の特産品ピーマ

ンなどのＰＲにも力を入れていただきた

いと思います。

●問い合わせ先

　企画課まちづくりＧ　☎ 0146・47・2498

　にいかっぷ観光協会　☎ 0146・45・7300

　新冠町文化協会主催にる町民文化祭が開かれます。

　町民文化祭は、芸能発表会と総合作品展の２回に分か

れており、芸能発表会では町内で活動している文化団体

や子どもたちのサークルのステージ発表があります。

　また、総合作品展では、書道などの作品のほか、こど

も園や小学校などで制作された作品が展示されます。

　秋は「文化の秋」とも言われます。町内の文化サーク

ルの活動を見て、新しい趣味を始めるきっかけにしてみ

てはいかがですか？

・日程　芸能発表会　10月 18 日（日）

　　　　総合作品展　10月 23 日（金）～ 25日（日）

・場所　新冠町レ・コード館

●問い合わせ先

　社会教育課生涯学習Ｇ（レ・コード館）　☎ 0146・45・7833

　新冠町では、10月１日（木）まで両給付金の受

付を行っております。

　期限までに申請がない場合、給付金を受け取れ

なくなりますので、対象となる方は、必ず期限ま

でに申請をしてください。

　また、対象となるかわからない方がおりました

ら、役場町民生活課町民生

活グループまでお問い合わ

せください。

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活

　グループ社会係

　☎ 0146・47・2112

第 46回新冠町民文化祭
芸能発表会・総合作品展開催

「子育て世帯臨時特例給付金」
「臨時福祉給付金」のお知らせ

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

10月から始まるマイナンバー制度について

にいかっぷ観光協会に新しい職員が加わりました

電気さくの適切な設置について

　今回の国勢調査の大きな変更点は、インターネット

を使用して回答ができるようになったことです。

　ネットに接続されているパソコンはもちろんのこ

と、スマートフォンやタブレットからも回答できます

ので、ぜひ簡単で便利なネット回答をご利用ください。

　ネット回答期間は、９月 10日から 20日までと決め

られており、利用するにはそれぞれの世帯に配布され

るＩＤとパスワードを入力することとなります。

　ＩＤなどの情報が記載された封筒は９月 10日から

12日の間にお住まいの地区の調査員から配布しますの

で、同封した説明書をご覧になりご回答ください。

　ネット回答にかかる所要時間を調査をしたところ、

２人世帯で約 10分、５人世帯で約 15分でした。

　なお、ネット回答を希望さ

れない場合は、９月 26日以降

に、これまで同様の紙の調査

票が配布されますので、期間

内にご回答くださいますよう

お願い申し上げます。

●問い合わせ先　

　企画課まちづくりグループ広報統計係

　☎ 0146・47・2498

ネット回答期限は９月 20 日まで！
早くて確実なネット回答をご利用ください。

平成 27年新冠町国勢調査実施本部からのお知らせ

着任した岡和田さん
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５
０
０
円
で
す
。
午
前
・
午
後
の

み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
人
数
確
認
を
行
う
都
合

上
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

９
月
18
日
ま
で
に
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課
管
理
栄
養
士

担
当
・
小
森

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

自
衛
官
候
補
生

・
受
検
資
格　

18
歳
か
ら
26
歳
ま
で

・
受
付
期
限　

①
11
月
19
日

　
　
　
　
　

②
12
月
17
日

・
採
用
試
験

　

次
の
期
間
の
う
ち
１
日

　
　

①
11
月
28
日
～
30
日

　
　

②
12
月
19
日
～
20
日

●
お
問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
静
内
駐
屯
地
内

☎
０
１
４
６
・
４
４
・
２
８
５
５

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
公

証
週
間
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、

公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
、
金
銭
の

貸
し
借
り
・
養
育
費
の
支
払
い
約

束
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
の
相
談

を
次
の
と
お
り
を
行
い
ま
す
。

電
話
相
談

・
期
間　

10
月
１
日
～
７
日

・
時
間　

９
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

・
電
話　

０
３
・
３
５
０
２
・
８
２
３
９

・
相
談
員

　

日
本
公
証
人
連
合
会
所
属
公
証
人

夜
間
公
証
相
談
会

・
期
日　

10
月
１
日
と
６
日

・
時
間　

17
時
～
19
時

・
場
所　

苫
小
牧
公
証
役
場

・
相
談
員　

苫
小
牧
公
証
役
場

　
　
　
　
　

垂
石　

善
次

・
相
談
料　

無
料

・
申
込
み　

要
予
約
（
前
日
ま
で
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

苫
小
牧
公
証
役
場

☎
０
１
４
４
・
３
６
・
７
７
６
９

　

10
月
19
日
か
ら
25
日
は
、
行
政

相
談
週
間
で
す
。
こ
れ
に
併
せ
て
、

合
同
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

合
同
行
政
相
談
所

・
期
日　

10
月
28
日　

10
時
～
15
時

・
場
所　

レ
・
コ
ー
ド
館
研
修
室
２

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
役
場
町
民
生
活
課

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
２

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、

全
国
労
働
衛
生
週
間
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
職
場
に
お
け
る
労

働
衛
生
３
管
理
（
作
業
環
境
管
理
・

作
業
管
理
・
健
康
管
理
）
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
２
１
１
３

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

９
月-

14
日
（
月
）・
16
日
（
水
）

　
　
　

28
日
（
月
）・
30
日
（
水
）

10
月-

５
日
（
月
）・
７
日
（
水
）

　
　
　

14
日
（
水
）・
19
日
（
月
）

※
必
ず
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

　

「
平
成
27
年
度
バ
ッ
ト
の
森
づ
く

り
植
樹
祭
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

日
高
南
部
森
林
管
理
署
で
は
、

日
高
地
方
の
特
産
で
野
球
の
バ
ッ

ト
と
し
て
最
適
な
樹
種
「
ア
オ
ダ

モ
」
の
資
源
を
育
成
す
る
た
め
町

内
の
国
有
林
に
お
い
て
植
樹
祭
を

開
催
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
在
住
の

方
を
対
象
に
、
下
記
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

・
期
日　

10
月
３
日(

土)

・
日
程　

10
時
00
分　

植
樹
祭
開
会

　
　
　
　

11
時
30
分　

植
樹
祭
閉
会

・
場
所　

美
宇
国
有
林

・
交
通　

送
迎
バ
ス
か
自
家
用
車

・
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

・
持
物

　

長
靴
・
軍
手
・
汚
れ
て
良
い
服

・
申
込
締
切

　

９
月
18
日(

金) 

12
時
ま
で

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
南
部
森
林
管
理
署

（
担
当　

宮
本
・
島
川
・
奥
山
）

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
１
６
１
５

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
ナ
ス

バ
）
よ
り
、
交
通
事
故
被
害
者
世

帯
の
皆
さ
ん
に
次
の
援
護
制
度
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ
た

方
へ
介
護
料
支
給

・
対
象
者

　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
）
事
故
で
、

脳
や
脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷

を
受
け
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
方
で
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方
。
（
自
損
・
他
損
・

時
期
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
支
給
額

　

後
遺
障
害
の
程
度
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
用
品
の
購
入
な
ど
に

応
じ
て
２
万
９
２
９
０
円
か
ら

13
万
６
８
８
０
円
の
範
囲
で
支
給
。

〇
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

・
対
象
者

　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
）
事
故
に

よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障

害
（
脳
損
・
脊
損
）
を
負
わ
れ
た

方
の
義
務
教
育
終
了
前
の
子
弟
。

・
申
込
者

　

対
象
者
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

　

（
生
活
困
窮
者
に
限
り
ま
す
）

・
貸
付
金
額

　

１
人
に
つ
き
最
初
15
万
５
０
０
０
円

以
後
、
月
額
１
万
ま
た
は
２
万
円
。

・
貸
付
期
間

　

貸
付
け
決
定
時
～
中
学
校
卒
業

・
利
子

　
無
利
子
。
返
還
方
法
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
機
構　

札
幌
主
管
支
所

☎
０
１
１
・
５
５
１
・
２
１
４
５

　

北
海
道
開
発
局
室
蘭
開
発
建
設

部
で
は
、
日
高
自
動
車
道
の
新
冠

静
内
間
の
道
路
計
画
に
つ
い
て
、

周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
伺
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

道
路
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や

ル
ー
ト
選
定
に
あ
た
り
考
慮
す
べ

き
事
項
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
家
庭
に
調
査
票
が
届
き
ま
し
た

ら
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
開
発
局
室
蘭
開
発
建
設
部

道
路
計
画
課

☎
０
１
４
３
・
２
５
・
７
０
４
６

受
付
時
間

　

午
前　

8
時
30
分
～
12
時

　

午
後　

13
時
～
17
時
15
分

　

（
※
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

10
月
２
日
、
10
時
か
ら
レ
・
コ
ー

ド
館
で
北
海
道
栄
養
士
会
日
高
支

部
主
催
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

午
前
は
シ
ダ
ッ
ク
ス
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
㈱
の
武
者
亜
由
美
さ
ん

か
ら
「
社
員
食
堂
に
お
け
る
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
栄

養
士
業
務
」
と
題
し
た
講
演
、
午

後
は
市
立
名
寄
大
学
の
黒
河
あ
お

い
さ
ん
か
ら
「
成
長
期
の
食
育
・

発
達
段
階
別
の
特
徴
」
と
題
し
た

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

研
修
会
に
は
、
栄
養
士
会
日
高

支
部
の
会
員
だ
け
で
は
な
く
、
一

般
の
方
も
ご
自
由
に
参
加
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は

バ
ッ
ト
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

公
証
週
間
の
取
り
組
み

行
政
相
談
所
の
開
設

全
国
労
働
衛
生
週
間

O A・文具
リバティーはしもと

ご寄附ありがとう
ございました。（敬称略）

●特別養護老人ホーム恵寿荘に役立ててと

☆高橋　満郎	

（キャベツ 5.5kg、きゅうり 11.5kg、大根 39.7kg)

☆早川　憲吾	

（たもぎだけ 2.2kg, 大根 32.3kg、とうきび 15kg)

☆小山田　孝義	 （ピーマン 6.8kg）

☆上井　秀太郎	 （古布１袋）

☆ボランティアグループちょぼら	

（カット布５袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●福祉事業に役立てて

☆坂　繁子	 （古布１袋）

●香典返しに代えて

☆岩崎　智恵子	 （100,000 円）

☆佐藤　正子	 （20,000 円）

自
動
車
事
故
対
策
機
構
か

ら
の
お
知
ら
せ

北
海
道
開
発
局
室
蘭
開
発

建
設
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
海
道
栄
養
士
会
日
高
支
部

講
演
会
の
開
催
の
お
知
ら
せ

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

札
幌
弁
護
士
会

　ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー
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ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
32

 　
　
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ

平
成
23
年
に
開
設
さ
れ
た
保
育
所
、
幼
稚
園
、

子
育
て
支
援
機
能
を
担
う
新
し
い
施
設
で
あ
る
。

緑
鮮
や
か
な
レ
・
コ
ー
ド
パ
ー
ク
の
一
角
に
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

園
名
の
ド
・
レ
・
ミ
は
一
般
公
募
か
ら
選
ば
れ

た
も
の
で
、
レ
・
コ
ー
ド
と
音
楽
の
ま
ち
を
連
想

さ
せ
、
ド
レ
ミ
と
い
う
右
肩
上
が
り
の
音
階
は
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
向
上
を
表
し
て
い
る
。

　

園え

ん

じ児
ら
の

　
　
　
　
　
笑え

が

お顔
は
じ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド
レ
ミ
園え

ん

※ふるさとカルタは、新冠町開町 130 年・町制施行 50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って「新冠俳句の会」が読み札や

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。

え

今月の一冊

田んぼアートのキセキ
主婦と生活社／葛西 幸男著

　田んぼに巨大な絵柄を描く「田んぼ

アート」。昨年観覧者数が約 30万人に

達した青森県田舎館村で、このプロ

ジェクトに立ち上げから携わってきた

副村長がその軌跡を紹介します。

　天皇皇后両陛下が「田んぼアート」

をご観覧された日の様子や「田んぼ

アート」の今後について写真とともに

綴ります。

新着ガイド
武士はなぜ腹を切るのか	 山本　博文

なぜ女性は仕事を辞めるのか	 岩田　正美

火山はすごい	 鎌田　浩毅

虫の虫	 養老　孟司

家事で脳トレ 65	 加藤　俊徳

はじめての今さら聞けない LINE 入門	 高橋　慈子

仕事に使える動画術	 家子　史穂

もっと遠くへ	 王　貞治

流	 東山　彰良

太陽は気を失う	 乙川　優三郎

息ができない	 吉村　龍一

ベトナムの桜	 平岩　弓枝

100万分の 1回のねこ	 江國　香織

悲素	 帚木　蓬生

本質を見通す 100の講義	 森　博嗣

ノンタンがんばるもん	 キヨノ　サチコ

かいけつゾロリのようかい大うんどうかい	 原　ゆたか

アニマル号（移動図書館車）運行日程

☆イベントカレンダー
９月 22日（火）１0：30～　あかちゃん絵本の読み聞かせ

９月26日（土 )１3：30～　びっくり箱のおはなし会

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザおはなしのへや

☆北海道讃歌作詞・森みつさん特設コーナー
　新冠町では、次代を担う子どもたちの文学への関心

や創造力を培うことを目的として、小・中学生が書い

た詩や作文の中から「森みつ少年少女文芸賞」の受賞

者を決定し表彰しています。

　本年度も子どもたちの作品を募集するにあたり、北

海道讃歌を作詞し数多くの文芸作品を残した詩人「森

みつさん」の特設コーナーを設置しています。

☆「おはなしのへや」へお越しください。
　図書プラザ奥にある「おはなしのへや」は、赤ちゃ

んと一緒に絵本を楽しめるように靴を脱いで座れる

部屋になっています。赤ちゃん絵本や布えほん、大

型絵本、紙芝居、月刊誌ベビーブック、布おもちゃ

などを置いており、読み聞かせをして楽しんだりす

ることもできます。

　また、「びっくり箱」の

おはなし会もこの部屋で

行われますので、ぜひ、

ご参加ください。

●問い合わせ先

　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

９月17日

18日

30日

10月８日

９日

15日

10：10 ～ 10：30	 朝日小学校

11：00 ～ 11：30	 おうるの郷

15：05 ～ 15：35	 新冠小学校

15：40 ～ 15：55	 にこにこクラブ（児童館）

16：00 ～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

16：35 ～ 16：50	 あいあい荘（東町生活館）

12：45 ～ 13：10	 新冠中学校

10：10 ～ 10：30	 朝日小学校

11：00 ～ 11：15	 太陽郵便局

12：50 ～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05 ～ 15：35	 新冠小学校

15：40 ～ 15：55	 にこにこクラブ（児童館）

16：00 ～ 16：15	 あいあい荘（東町生活館）

10：10 ～ 10：30	 朝日小学校

10：45 ～ 11：00	 こたにがわ学園

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。
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小竹町長の動静 : ８月分
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キラリと光る レ・コードなまち

今月号は、毎月親子で楽しめる事業を企画する「子育てサークル　ぴぐれっと」を紹介します。

○団体・サークル紹介○

【プロフィール】

　子育てサークル・ぴぐれっとは、小学校入学前の

子どもがいる家庭を対象に、月に一度、親子で参加

できる事業を企画している子育てサークルです。

　このサークルの特徴は、毎年代表が交替しながら

活動を続けていることで、今年は３名の共同代表が

選出され、新冠町子育て支援センターの職員と協力

しながら毎月の事業を企画運営しています。

　代表が毎年変わることで、活動内容も変化に富ん

でおり、今年は春にレ・コードパークでピクニック

を行いみんなで楽しくお弁当を食べたり、また、家

庭ではなかなかできない絵の具を使っての七夕飾り

の制作やおやつ作りなども企画しました。

　子どもが小さいうちは家に引きこもりがちになっ

てしまいますが、サークル活動を通じて同じ環境で

頑張っている親に会い、お互いに子育ての悩みを共

有したり、たくさん笑ってストレスを発散したりし

ています。また、最近は移住してきた人たちも多く、

近所に知り合いが少ない親も多いことから気の合う

仲間づくりの場所にもなっています。

　毎年、代表の担い手が少ないなどの問題もありま

すが、親子で参加できる楽しい事業を提供する場所

として、また、子育てを頑張る親の憩いの場として、

これからも活動を続けていきたいと思います。

【活動内容】

　活動日：毎月第２木曜日

　場　所：新冠町子育て支援センター

　　　　　（認定こども園ド・レ・ミ内）

　会　費：無料

【参加者の募集について】

　サークルへの会員登録などは必要ありません。町

内在住で未就学の子どもがいるご家庭の方はどなた

でも参加できます。参加される方は予約などは必要

ありませんので、お気軽に会場にお越しください。

　毎月の活動内容は、月末に配布される「まなぼー

ど・子育て支援センター便り」に掲載しております。

サークルの活動に関するお問い合わせは、新冠町子

育て支援センターまで。（☎ 0146・47・4525）

人の

うごき

人 口	 5,745 人	（前月比	 ＋	３人）

　男	 2,789 人	（前月比	 ＋	２人）

　女	 2,956 人	（前月比	 ＋	１人）

世 帯	 2,731世帯	（前月比	 ＋	８世帯）（平成 27 年８月末現在）

戸  籍  の  窓
７月 21 日～８月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

西野　恭平	 内海　めぐみ	 中央町

●お誕生おめでとうございます

川 筋 　 心
こ こ な

菜	（ 裕太　零香 )	 東　町

●おくやみ申し上げます
白　取　政　幸	 ８０歳	 節婦町

佐　藤　　　清	 ７６歳	 北星町

米　澤　光　雄	 ８４歳	 節婦町

髙　橋　　　清	 ７９歳	 中央町

村　田　春　末	 ６７歳	 北星町

佐々木　正　春	 ７７歳	 泉

☆広報に掲載してほしくない方は届出のとき、

町民生活課住民係へお申し出ください。

　なお、新冠町役場以外に届出を出された場合、

お名前が掲載されないときがありますので、ご

連絡いただければ直近発行の広報に掲載いたし

ます。お問い合わせは、町民生活課町民生活グ

ループ住民係まで。☎ 0146・47・2112

●１日、少年野球大会● 3 日、

百歳長寿祝金贈呈●６日、日高

地域づくり連携会議（浦河町）

●７日、北海道大学アイヌ納骨

堂におけるイチャルパ（札幌市）

● 10 日、農業農村整備事業に係

る意見交換会● 12 日、全日高家

畜共進会● 18 日、北海道河川委

員会（札幌市）● 20 日、平成

27 年度新冠町戦没者慰霊祭、新

冠町まち・ひと・しごと創生総

合戦略策定本部会議● 22 日、教

育委員会三者合同パークゴルフ

大会● 25 日、ＪＲ日高線に関

する懇談会（浦河町）● 28 日、

北海道消防大会（日高町）● 29

日、日高中部二町議会議員親睦

スポーツ大会（新ひだか町）

パパ　　　　ママ

広
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